
事業所名　多機能型事業所ａｍｉａｍｉ 作成日　令和６年１２月１日

支援プログラム

利用者の生活向上、身体機能の維持を図るため、必要な支援をします。

自分で気持ちを伝える方法を知り、コミュニケーション能力を高め、小さなことでも自分でできることには

積極的に取り組めるように育み、達成感を感じることができるように支援します。

法人（事業所）理念

営業時間 発達支援＝10：00～13：30　　放デイ＝平日・14：00～17：00　第２土曜日（他月１回）10：00～16：00

送迎実施の有無 児童発達支援＝送迎無・放課後等デイサービス＝送迎あり

・季節の工作活動の中で、個々に取り組む工程を理解し、完成させることで達成感を味わえるようにします。

・季節の工作や調理活動で、完成をイメージしながら手順通りに作る経験をしてもらいます。

・集団生活全般の中で、周囲への関わり方や、気持ちの伝え方を学びます。

支援内容

認知・行動

人間関係・社会性

言語・コミュニケーション ・自分の気持ちの伝え方を発声や、表情、文字カードを使い気持ちを伝えることができるように支援します。

本人支援

・自分でできることは自分で取組めるよう、身体機能に合わせた支援をします。

・調理活動により、食生活や調理の工程などに対して興味を持って取り組んでもらいます。

・個々の身体機能を理解し、筋緊張の緩和や身体機能の向上を図り、いろんな姿勢や運動に取り組みます。

健康・生活

運動・感覚
・おもちゃを使い、指先を使って遊んだり、握る離す等の練習をし、身体の使い方を学びます。

家族支援

・集団活動の中で、自分の役割を理解し、他児との関りをもちます。

・自宅での困りごとに対し、解決に向けての支援を行います。

・子どもの発達上の課題に取り組みます。

・調理学習・お買い物体験・季節の工作・ビンゴ大会・誕生日会等主な行事

移行支援

地域支援・地域連携

職員の質の向上
・月に１回の職員会議を行い情報共有をしたり、定期的な研修に参加することにより、支援に対する知識を

高める。

・他機関との連携を図り、支援体制を構築します。

・進級や卒業等で変わる生活環境に合わせた課題に取り組みます。

・学校、福祉サービス等と連携を取ったり、担当者会議等に参加し、情報共有していきます。


